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新著の紹介（コーナー）





新著のご紹介 河口竜行・木村剛・法貴孝哲・皆川雅樹・米元洋次
(編) (2023). 授業づくり、授業デザインとの対話
（シリーズ 学びとビーイング２） りょうゆう出版

（2023年4月刊行）

・「総合的な探究の時間」の学びとビーイング（あり方）を考える
・生徒が「わかった」「できた」を楽しめる授業づくりを目指して
・生徒の生き方に迫る授業づくりを目指して

ほか計27論考

・法貴孝哲の数学III 生徒が発見、創造する授業の向こう側へ
・河口竜行「教員と生徒のアクティブビーイングとは

－土台から考えるアクティブラーニング」
・木村剛「狩猟とBeing

－中高一貫女子校教師のダブルワーク日誌」





安 修平
合同会社りょうゆう

出版代表社員

『シリーズ 学びとビーイング』の第2巻では「授業づく
り」をテーマにしました。プログラムをつくるときに、
なにをいちばん大事にするのか？ 学校や企業、NPO
など様々な立場の皆さんから今の「思い」と「実践」を
寄せていただきました。読者の皆さんには、ここから何
かをつかんで新しい挑戦につなげてほしいと思っていま
す。そして、お互いの「実践」をもとに、さらに対話を
続ける場をつくっていきたいと思っています。

今後の刊行予定は、次のとおりです。
・第3巻 学校内の場づくり、外とのつながる場づくり

2023年10月刊行 ※現在、進行中

・第4巻 学び続ける教師のあり方（being）とは
2024年3月刊行予定




